
《総会次第》 

開会の挨拶 

議長選出 

会長挨拶 

議  案 

【第１号】平成２３年度事業報告について 

【第２号】平成２３年度決算報告について 

【第３号】会計監査報告 

【第４号】平成２４年度事業計画（案）について 

【第５号】平成２４年度予算（案）について 

【第６号】役員の選出について（理事の変更） 

その他 

議長退任 

閉会の挨拶 

 

 

 

総会終了後、引き続き祝賀会を行います。懇親会の会場づくりにご協力下さい。 



はじめに 

昔々から、雄物川水系沿いの村々では「鹿嶋祭り」「鹿嶋流し」「鹿嶋様」と呼ばれるお祭りが

行われてきました。ここ新屋町の「鹿嶋祭り」は４００年の歴史を誇ると言われており、５月の

端午の節句に行われてきました。小さな笹巻きを首にかけた鹿嶋人形が鹿嶋船に乗せられて、「鹿

嶋大明神」「家内安全」の五色の吹流し旗を数多く刺しながら街並みを練り歩き、鎮守の杜、日

吉神社を目指して２０余雙もの鹿嶋船が繰り出して、子供らの元気な歌声と太鼓の音が響きわた

ります。 

平成２３年１１月２０日、「新屋鹿嶋祭保存会設立総会」を開催され、新屋鹿嶋祭に参加する

町内会長（２０町内会）及び栗田養護学校、そして保存会に賛同する有志を含む４４名で「保存

会」が発足しました。その後会員を拡大し、新屋郷土会の会員（関東在住者２名）を含む５７名

が入会しています。 

総会では、「文化財愛護精神に基づき、新屋の伝統行事である新屋鹿嶋祭の調査研究、保存顕

彰並びに継承者の育成を目的とし、永く正しくこれを後世に伝承することを目的とする」と明記

しました。 

保存会役員には、伊藤富美雄氏を初代会長に選出し、参加町内会長を三役又は理事に就きまし

た。役員には保存会の牽引的役割を果たしながら、同時に各町内会で保存会の存在と活動を支え

ながら、会員拡大に努めていくことにしました。準備会から発足総会、さらに今日まで鹿嶋船の

奉納神社である日吉神社・石澤千秋宮司及び総代役員からは、様々なご指導、ご尽力を賜りまし

たことに改めて感謝します。 

新屋鹿嶋祭の運営は当番町とされる町内持ち回りの当番制で行われていますが、この伝統行事

を新屋地域の文化的財産としてどう継承・発展させて行くのか、時代の流れと共に変化も生じて

おり、鹿嶋祭に関する諸課題を協議する共通の機会が求められておりました。 

本年６月１０日、保存会が発足してから初めての鹿嶋祭を迎えることができました。保存会に

は５つの各専門部会を設けて課題別に活動を行ってきました。今後、鹿嶋祭に関する資料、文献、

データなど収集に努めながら、鹿嶋祭の昔と今を把握して、これからの鹿嶋祭及び保存会の様々

な取り組みしてまいります。そのためにも会員全体が相互の親睦を深めながら、保存会の存在意

義を認識し、新屋地域の歴史と文化を支え合う保存会の活動を意思統一できる総会になることを

期待します。 



【第１号】平成２３年度事業報告について 

（１）活動の足跡 

平成２３年 

11月 20日（日） 新屋鹿嶋祭保存会設立総会（第 1回総会）及び祝賀会 

 11月 23日（祝） 新屋振興会「新屋衆報」掲載原稿届け 

 12月 2日（金） 第 10回準備会会議（解散会、総会総括、資料の整理など）  

平成２４年 

 1月 1日 新屋振興会「新屋衆報」保存会発足報告文掲載 

 1月 7日 新屋振興会新年会出席（伊藤会長、藤枝総務） 

 1月 10日 「鹿嶋さん」第１号発行（会員宅配布、郵送） 

 1月 21日 新屋郷土会新年会（赤坂市議・保存会理事、高橋伸理事） 

 2月 6日 三役会議（会長、副会長、総務） 

 2月 19日 会員全体会議及び新年会 

3月 3日 市営住宅町内会鹿嶋太鼓の練習視察（藤枝総務） 

      「鹿嶋さん」第 2号発行（会員宅配布、郵送） 

3月 28日 調査研究部会会議 

4月 13日 広報部会会議 

4月 15日 製作部会会議 

4月 17日 事業部会会議 

5月 5日 「鹿嶋さん」第 3号発行（会員宅配布、郵送） 

5月 10日 三役及び各部会部長・副部長合同会議 

5月 13日 鹿嶋祭全町打合せ会議（当番町 緑町町内会） 

6月 10日 鹿嶋祭 

     「鹿嶋さん」第 4号発行（400枚を各町内鹿嶋参加者、見物人に配布） 

6月 25日 事業部会会議 

7月 9日 製作部会会議 

7月 13日 三役及び各部会部長・副部長合同会議 

7月 15日 「鹿嶋さん」第 5号発行（会員宅配布、郵送） 

７月 18日 収支決算及び会計監査 

7月 22日 勝平地区郷土の歴史と民話講演会（新屋鹿嶋祭保存会活動報告藤枝総務） 

 



（２）主な会議と取り組みの経過 

１、 三役会議 

 保存会の中心的な役割を認識しながら、三役会議及び各部長・副部長会議を以下の日程で開

催してきました。 

 日 時 ２月 ６日（月）18：00 

 会 場 日吉神社会館  

 出席者 会長、副会長、総務、総務会計  

議題と討議内容 

① 総会議事録の確認 

② 保存 会加入用紙について 

③ 会員全体会議の開催について 

④ 平成２３年度事業計画スケジュールについて 

⑤ 各専門部会の開催について 

⑥ 部会長・副部会長の選任について 

⑦ 鹿嶋祭の歌、太鼓の共通認識について 

⑧ その他 

 以上について討議し「会員全体会議」に向けた準備を行いました。 

 

2、会員全体会議 

日 時 ２月１９日（日）15：00  

 会 場 日吉神社会館  

 出席者 全会員  

議題と討議内容 

① 保存会入会案内と加入用紙について 

② 平成２３年度事業計画スケジュールについて 

③ 各専門部会の主な活動内容と具体化について 

④ 会員の所属部会と部会長・副部会長の選任について 

⑤ 鹿嶋祭の歌、太鼓の会員練習日の設置について 

⑥ 鹿嶋祭に関する資料収集について 

⑦ その他 

平成２４年２月１９日初めて「会員全体会議」を開催しました。伊藤富美雄会長から「保存会

の会員も５０名を数え、今日の全体会議で保存会の事業計画と部会の活動内容を具体的に検討し

ていただきたい。秋田市のねぶり流し館に勝平鹿嶋祭保存会の船が展示されており、資料も展示

されていた。我々の保存会も鹿嶋祭の歴史を研究し後世に正しく伝えていくため努力したい」と

挨拶がされました。 



新屋鹿嶋祭の保存及び伝承をはかるため、鹿嶋祭の過去・現在に至るまでの調査・研究を重ね

ることを事業の柱としながら、課題別に活動を進めていくために「事業部」「広報部」「調査研究

部」「製作部」「実技部」の５部会を設置しました。具体的には「組織図」で専門部会の任務、活

動目標など示しました。その後の部会会議によって細部の課題別テーマなど討議され部長、副部

長など決めあいました。 

保存会で、鹿嶋祭の「歌」「太鼓」の歌唱指導をはじめ、各町内会への鹿嶋囃子の指導に出向

くほかデモテープ制作など確認しました。また、鹿嶋祭りに関する資料、文献、写真収集を行い

ながら調査研究活動をすすめ、「資料写真展」「鹿嶋祭りの今昔を語る会」などの開催を確認しま

した。部会所属については、「様々な方法で保存会を応援したい」と入会希望する方々もおり、

部会所属を加入条件としないことも確認されました。まとめとして石澤千秋副会長（日吉神社宮

司）から「保存会の方向性が見えてきた。伝統行事の保存と継承活動に向けて会員拡大をお願い

します」と締めくくりました。 

 

３、第１回三役及び各部長・副部長合同会議 

日 時 ５月１０日（木）18：00  

 会 場 西部市民サービスセンター  

 出席者 三役、各専門部部長、副部長  

議題と討議内容 

① 各部会報告 

② 今年度鹿嶋祭に向けた各部の取り組み 

③ 第２回定期総会について 

④ その他 

各専門部会からの年間活動計画について、及び今年度鹿嶋祭についての取り組みを討議しまし

た。各部会の討議では、今年の鹿嶋祭に対する保存会のかかわり方や取り組みなど期待する意見

が多く出されました。「鹿嶋船、搭載物などの審査会や一同に集めての展示会」「各町内からの鹿

嶋船、人形などの写真を提供してもらっての写真コンクール」「鹿嶋祭に関する講演会、語る会

などの開催」「看板、ポスター、案内リーフレットの作成と配布」など要望が出されていました。

詳しくは別紙「各部会会議から出された意見・要望について」を参照下さい。 

しかし、鹿嶋祭までの時期、時間的に可能な取り組みであるのか、各専門部又は保存会として

実践出来るまでの討議や役割分担が可能なのか、財政的な裏付けがあるのか、参加町内会に要請

可能かなど検討した結果、今年度は各町内に対して「調査アンケート」と写真提供をお願いする

ことにしました。 

その内容は、鹿嶋祭保存会から各町内会長宛に文書（保存会発信文書１）で要請しました。ま

た、保存会会員にも別紙（保存会発信文書２）の内容で今年の鹿嶋祭の取り組みについて連絡文

書を発しました。 



４、第２回三役及び各部長・副部長合同会議 

日 時 ７月１３日（金）18：30  

 会 場 日吉神社会館  

 出席者 三役、各専門部部長、副部長  

議題と討議内容 

① 今年度の鹿嶋祭を振り返って 

② 当番町・緑町町内会から特別報告 

③ 「調査アンケート」及び写真提供の集約状況 

④ 第２回定期総会について 

⑤ 各部の総括・方針案について 

⑤ その他 

三役及び 5部会の部長、副部長の合同会議を開催しました。7月 29日第 2回定期総会を控え

て、①今年の鹿嶋祭を振り返っての反省、②各町内アンケートと写真提供について、③定期総会

議案討議と総会次第、④各部会の活動経過と次年度の活動方針について話し合いました。また会

計に関する事項では、収支経過と予算案について報告され、活動可能な予算化にむけて会員の拡

大と理事（町内会長）の個人会員化を呼びかけしていくことが確認されました。 










